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はじめに

わが国では一年間に3000件以上もの山火事や野火が発生し,焼失する生態系(植生)

-ルにおよんでいる.焼失地は全国各地に見ることができるが,火事というイベントが

影響は必ずしも明らかになってない.本研究ではおもに植物群落の成立という観点から

える影響を明らかにし,さらに時系列に沿った火事跡生態系における植生修復の予測を

である.

これまでの研究から初期の火事跡には特徴的な椿物群落が形成されることがわかって

哩土種子から発芽したヌルデ,タラノキ,ツクシハギ,サンシヨウなどの実生は全国各

し,これらの実生個体を含むことが火事跡植生の特徴になっている.また,東北日本の

個体密度が高く,西南日本では実生が少ししか発生しないという特徴も明らかになって

うな特徴を持つ初期の火事跡植生も,長い年月を経過すれば森林群落になり,一見した

かどうかわからなくなる.しかし,日本の多くの火事跡では火事の直後から焼死木の整

なわれてしまうため,火事跡が放置された状態で森林群落にまで発達しているのを見る

い.そのような状況の中で,岩手県の北上山地や北海道内の各地には焼央後に梅林され

れた火事跡植生が多く残っていて,しかも確かな火事の記録が残っている場合も多い.

インのフィールドにして火事跡植生の時系列に沿った修復過程を明らかにすると同時に

構成種と火事との関係を明らかにすることが本課題の目的である.

本報告書では,岩手県久慈市と北海道富良野市における古い山火事跡地の植生調査絡

期間中に焼失した滋賀県安土町,岐阜市,長野県松本市,宮城県丸森町における再生初.

果について報告する.
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